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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年7月25日(2013.7.25)

【公開番号】特開2012-36253(P2012-36253A)
【公開日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-008
【出願番号】特願2010-175528(P2010-175528)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/73     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 299/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 290/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/73    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｆ 299/06    　　　　
   Ｃ０８Ｆ 290/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
《実施例１》[ウレタン（メタ）アクリレート（Ｉ－１）の製造]
（ｉ）　冷却管、攪拌装置および温度計を取り付けた反応容器に、上記の一般式（α）で
表されるジイソシアネート化合物（α）において、Ｒ2およびＲ3がいずれも２－アクリロ
イルオキシエチル基であり、ｍがほぼ１であるジイソシアネート化合物［以下「ジイソシ
アネート化合物（α－Ａ）」という］）」という］（ＢＡＳＦ社製「Ｌａｒｏｍｅｒ　Ｌ
Ｒ９０００」）７０．０質量部およびジブチル錫ジラウレート０．１質量部を仕込み、５
０℃に昇温した後、２－ヒドロキシエチルアクリレート（日本触媒株式会社製「ＢＨＥＡ
」）２９．９質量部を１時間かけて滴下した後、９０℃で５時間攪拌して反応を行なった
。この反応液中の残存イソシアネート量をフーリエ変換赤外光度計（ＦＴ－ＩＲ）（ＳＨ
ＩＭＡＺＵ社製「ＩＲＡｆｆｉｎｉｔｙ－１」）を使用して測定したところ、ウレタン化
反応が定量的に行われ、最終的にはイソシアネート量がほぼゼロになり、アクリロイル基
とウレタン結合が分子内に導入されたことが確認されて、上記の式（Ｉ－１）で表される
ウレタン（メタ）アクリレート［以下「ウレタン（メタ）アクリレート（Ｉ－１）」とい
う］が９９．９質量部得られた。
（ii）　上記（ｉ）で得られたウレタン（メタ）アクリレート（Ｉ－１）の粘度を上記し
た方法で測定したところ、下記の表１に示すように、１１．４Ｐａ・ｓ／４０℃であった
。
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